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『
夏
の
キ
ノ
コ
山
探
検
』

　

実
は
、
初
夏
も
キ
ノ
コ
シ
ー
ズ
ン
。兵
庫

み
ど
り
公
社
が
指
定
管
理
者
と
し
て
運
営
し

て
い
る
兵
庫
県
立
三
木
山
森
林
公
園
で
毎
年

開
催
し
て
い
る
、『
夏
の
キ
ノ
コ
山
探
検
』

は
参
加
予
約
が
数
日
で
満
員
札
止
め
に
な
る

超
人
気
イ
ベ
ン
ト
。
梅
雨
の
止
み
間
の
開
催

と
な
っ
た
今
年
も
、
約
一
時
間
の
探
検
の
間

に
、
ツ
チ
グ
リ
や
ド
ク
ベ
ニ
タ
ケ
な
ど
三
十

種
以
上
の
キ
ノ
コ
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

キ
ノ
コ
探
し
の
後
は
、
木
陰
で
お
い
し
い

「
キ
ノ
コ
汁
」
を
召
し
上
が
れ
っ
！

表
紙
の
写
真
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R1 R2 3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16
市町：
県の割合
市町分

県　分

80：20 85：15 88：12 90:10

1075 1075 1075 1075 1383 1383 1383 1383

126 126 126 189 189 189

502 502 502 754 754 754

189 189 189 189 189 189 189 189 189

1698

628 628 628
943 943 943

1264 1264 1264 1264
1572 1572 1572 1572

1887 1887

623 623 623 623

･･･

315 315 315 315
譲与税特別会計において借入れ

税収の一部を
もって償還

初年度
約940
百万円

平年度
約1880
百万円

森林環境税（仮称） （単位：百万円）

５０％：私有林人工林面積（※林野率による補正）
２０％：林業就業者数
３０％：人口

市町分

県　　分 市町と同じ基準

※税収は粗い見込み値であり、計数全般について借入金利子を勘案していない。
※課税開始初年度である令和6 年度は、市町への納付・納入が行われるのが６
　月以降であり、県を経由して国の譲与税特別会計に払い込まれるまで時間を
　要すること等から、平年度化後の税収の概ね半分の約940 万円の譲与額と
　なることが見込まれる。

これまでは森林所有者自ら、又は民間事業者に委託し経営管理

経営管理を再委託意向を確認

経営管理を
委　託

市　町

地域全体地域全体

地域の林業経営者

森林所有者 市町自ら管理

意欲と能力のある
林業経営者による管理

新たな制度を追加

※所有者不明森林へも対応

林業経営に
適さない森林

林業経営に
適した森林

○市町村が介在してくれることにより、長
　期的に安心して所有森林を任せられる。
○意欲と能力ある林業経営者が、所有森林
　の経営管理を行うことにより、所有森林
　からの収益の確保が期待できる。

○林業経営が可能であるにもかかわらず、経営管理されずに放置されていた森林
　が経済ベースで活用され、地域経済の活性化に寄与。
○間伐手遅れ林の解消や伐採後の再造林が促進され、土砂災害等の発生リスクが
　低減し、地域住民の安全・安心に寄与。

○市町村が介在してくれることにより、長
　期的に安心して所有森林を任せられる。
○意欲と能力ある林業経営者が、所有森林
　の経営管理を行うことにより、所有森林
　からの収益の確保が期待できる。

市　町

支援相談

森づくりサポートセンター

兵庫県森林組合連合会

兵庫県木材業
協同組合連合会

専門アドバイザー
（建築家等）

専専庫県県県木木木木材

森林整備についての支援

確保

連携

木材利用・木育についての支援

図２　新たな森林管理システム

図１　兵庫県における森林環境譲与税の各年度譲与額

４　

森
林
整
備
に
つ
い
て
の
支
援

（
市
町
の
森
林
整
備
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
）

　

現
在
、
多
く
の
市
町
に
お
い
て
森
林

経
営
管
理
法
に
基
づ
く
新
し
い
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
運
用
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
運
用
に
際
し
て
は
、

ま
ず
、
経
営
管
理
権
を
取
得
す
る
た
め

の
人
工
林
を
特
定
し
、
所
有
者
の
意
向

調
査
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

市
町
全
域
の
意
向
調
査
を
完
了
さ
せ
る

期
間
の
目
標
は
、
15
年
程
度
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林
整

備
を
効
果
的
、
効
率
的
に
推
進
す
る
方

策
と
し
て
、
意
向
調
査
を
行
う
前
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
、
並
び
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用

い
て
対
象
森
林
を
特
定
す
る
対
象
森
林

調
査
を
実
施
し
、
こ
の
２
つ
の
調
査
結

果
を
も
と
に
森
林
整
備
の
優
先
順
位
を

決
定
す
る
市
町
に
よ
る
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

林
経
営
管
理
法
が
平
成
30
年
６
月
に
制

定
さ
れ
、
平
成
31
年
４
月
よ
り
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
（
図
２
）。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
下
、
市
町
で
は
、

条
件
不
利
地
で
行
う
森
林
整
備
や
、
所

有
者
の
意
向
調
査
・
境
界
確
定
、
人
材

育
成
・
担
い
手
の
確
保
な
ど
の
シ
ス
テ

ム
を
円
滑
に
機
能
さ
せ
る
取
り
組
み
に

対
し
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
充
て
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　

ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り

　
　
　
　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　

兵
庫
県
で
は
、
市
町
が
行
う
新
た
な

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
や
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を
支
援
す
る

た
め
「
ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
た
な
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
の
も
と
市
町
が
実
施
す
る

森
林
整
備
や
木
材
利
用
・
木
育
に
関
す

る
相
談
対
応
を
行
う
ほ
か
、
要
請
に
応

じ
て
業
務
支
援
等
を
行
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
兵
庫
県
森

林
組
合
連
合
会
に
事
務
所
を
置
き
、
兵

庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会
や
木

造
・
木
質
化
に
詳
し
い
建
築
家
・
工
務

店
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
事
情

に
応
じ
て
寄
せ
ら
れ
る
市
町
の
多
様
な

相
談
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

町
の
森
林
整
備
等
を
支
援
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
市
町
分
と
兵

庫
県
分
あ
わ
せ
て
約
６
億
円
、
令
和
15

年
度
に
は
約
19
億
円
の
譲
与
税
額
と
な

る
見
込
み
で
す
（
図
１
）。

２　

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

　

林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の

適
切
な
管
理
の
両
立
を
図
る
た
め
、
森

１　

森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設

　

平
成
30
年
度
税
制
改
正
の
大
綱
に
お

い
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設
が
決

ま
り
、
令
和
元
年
度
か
ら
市
町
へ
の
譲

与
が
始
ま
り
ま
す
。

　

市
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応

じ
た
森
林
整
備
等
に
譲
与
税
を
充
当
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
、
都
道
府
県
は
市

ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
内
）

　

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　
　
　
　　
　
澤
　
孟
　
治
　氏

　
　
　
渓
の
サ
ク
ラ
を
守
る
会
会
長

環
境
保
全
功
労
者
知
事
表
彰

　
　
ナ
シ
オ
ン
創
造
の
森
育
成
会

主
な
ご
功
績

　
（
株
）山
崎
木
材
市
場
に
入
社
後
、
県

内
素
材
の
品
質
や
採
材
、
販
売
に
つ
い

て
現
場
で
経
験
を
積
み
、
平
成
６
年
に

は
取
締
役
、
平
成
26
年
7
月
か
ら
は
代

表
取
締
役
に
就
任
さ
れ
、
県
内
最
大
の

素
材
集
積
基
地
の
拡
大
と
振
興
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
効
率
的
に
原
木
を
集
荷
、

選
別
で
き
る
土
場
の
配
置
や
機
械
の
導

入
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
訴
え
、
市
場

の
大
規
模
改
修
工
事
を
実
施
す
る
に
至

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
作
業
効
率
が
格

段
に
改
善
し
、
市
場
は
近
畿
で
も
最
大

規
模
と
な
る
原
木
流
通
の
拠
点
と
し
て

そ
の
存
在
感
を
大
き
く
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
産
木
材
に
関
す
る
イ
ベ
ン

ト
等
に
も
木
材
市
場
を
見
学
コ
ー
ス
と

し
て
惜
し
み
な
く
提
供
す
る
な
ど
、
県

産
木
材
利
用
促
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
27
年
６
月
に
は
、
兵

庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会
の
理
事

に
も
就
任
す
る
な
ど
、
今
日
ま
で
一
貫

し
て
木
材
産
業
の
振
興
・
発
展
に
尽
力

し
て
お
ら
れ
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
知
事
表
彰（
農
林
水
産
功
労
）

　
　
　
　上
　
川
　
　
　
篤
　氏

株
式
会
社
山
崎
木
材
市
場 

代
表
取
締
役
社
長

令
和
元
年
度
　
県
功
労
者
・
環
境
保
全
功
労
者
表
彰
の
皆
様

主
な
ご
功
績

　

平
成
４
年
に
甲
南
木
材
協
同
組
合
の

理
事
に
就
任
以
来
、
平
成
24
年
に
同
組

合
理
事
長
、
さ
ら
に
兵
庫
県
木
材
業
協

同
組
合
連
合
会
理
事
と
し
て
、
阪
神
地

域
を
は
じ
め
県
内
に
お
け
る
木
材
協
同

組
合
事
業
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
阪
神
大
震
災
時
に
は
事
務
所
倒

壊
や
組
合
員
の
被
災
対
応
な
ど
復
旧
作

業
や
地
域
の
復
興
資
材
の
確
保
、
安
定

供
給
に
努
め
る
と
共
に
、
組
合
員
の
早

期
操
業
再
開
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
組
合
員
に
対
し
、
整
理
整
頓
、
豊

富
な
品
揃
え
な
ど
業
界
イ
メ
ー
ジ
の
向

上
に
努
め
る
運
動
を
進
め
、
顧
客
等
か

ら
高
い
評
価
を
得
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
材
業
界
の
C
L
T
な
ど
の

新
規
技
術
や
最
新
施
策
の
普
及
に
力
を

注
ぎ
、
特
に
違
法
伐
採
対
策
の
「
合
法

性
の
証
明
さ
れ
た
木
材
・
木
材
製
品
」

に
つ
い
て
は
、
組
合
自
ら
認
定
団
体
の

資
格
を
得
て
、
甲
南
地
域
に
お
け
る
利

用
普
及
、
供
給
体
制
整
備
に
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。

主
な
ご
功
績

　

北
摂
地
区
を
流
れ
る
猪
名
川
の
渓
流

沿
い
に
咲
く
エ
ド
ヒ
ガ
ン
に
着
目
し
て
、

平
成
20
年
に
「
渓
の
サ
ク
ラ
を
守
る

会
」
を
結
成
し
、
代
表
を
務
め
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

同
会
に
よ
る
熱
心
な
森
づ
く
り
活
動

に
よ
り
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
群
落
は
川
西
市

天
然
記
念
物
と
し
て
指
定
さ
れ
、
環
境

省
の
「
生
物
多
様
性
保
全
上
重
要
な
里

地
里
山
」
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
児
の
散
歩
活
動
や
小
学
生
向

け
環
境
体
験
学
習
指
導
・
中
学
生
の

「
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
」
受
け
入
れ

な
ど
、
子
供
達
と
の
交
流
を
行
う
ほ
か
、

桜
の
開
花
時
期
等
に
は
一
般
公
開
や

「
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
て
、

地
域
住
民
に
様
々
な
森
の
楽
し
み
方
を

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
厚
で
見
識
高
く
、
統
率
力
に
秀
で

て
お
ら
れ
、
結
成
当
時
20
名
だ
っ
た
会

員
数
を
62
名
に
増
や
す
な
ど
、
会
の
発

展
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
ご
功
績

　

西
宮
市
北
部
の
森
林
の
将
来
像
を
描

き
な
が
ら
森
林
の
利
活
用
方
法
を
決
め
、

平
成
18
年
か
ら
計
画
的
に
「
創
造
の

森
」
の
整
備
を
中
心
に
活
動
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
「
植
物
学
・
生
態
学
を
踏
ま
え
た

森
」
を
目
標
と
し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、

専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

整
備
効
果
調
査
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
か
ら
兵
庫
県
の

「
ひ
ょ
う
ご
の
生
物
多
様
性
保
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」、
環
境
省
の
「
生
物
多
様

性
保
全
上
重
要
な
里
地
里
山
」
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
向
け
の
環
境
体
験
学
習
指

導
・
中
学
生
向
け
の
「
ト
ラ
イ
や
る

ウ
ィ
ー
ク
」
受
け
入
れ
な
ど
、
森
林
環

境
学
習
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
春
の
森
を
楽
し
む
会
」
の

開
催
や
地
元
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
な
ど

を
行
う
な
ど
、
地
域
住
民
に
対
し
里
山

保
全
・
整
備
の
啓
発
活
動
に
も
積
極
的

に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
知
事
表
彰（
農
林
水
産
功
労
）

　
　
　
　北
　
野
　
昭
　
典
　氏

兵
庫
県
木
材
業
協
同
組
合
連
合
会
　
理
事
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事前のアンケート調査 対象森林調査

整備対象の
人工林多い

整備対象の
人工林少ない

権利者確知難しい 権利者確知易しい

優先的に森林整備する地域

施業履歴 水土保全林 森と人との共生林

人工林率 傾　斜地　位 地　利

※本事例は、数多くある解析・評価方法の一事例です。

紫色の線は大字界

図3　各データの可視化

③　

森
林
整
備
の
た
め
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

　

森
林
整
備
を
行
う
た
め
の
意
向
調
査

は
、
市
町
を
大
字
や
小
学
校
区
単
位
で

区
域
わ
け
す
る
な
ど
し
て
、
複
数
年
か

け
て
順
番
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

や
み
く
も
に
調
査
を
始
め
る
の
で
は

な
く
、
事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
対

象
森
林
調
査
の
実
施
、
そ
れ
ら
の
結
果

を
活
用
し
た
、
森
林
整
備
を
進
め
る
市

町
全
体
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る

こ
と
は
、
効

率
的
、
客
観

的
に
森
林
整

備
を
進
め
る

う
え
で
欠
か

す
こ
と
の
で

き
な
い
方
策

と
い
え
ま
す
。

地
域
ご
と
の
評
価
結
果
も
一
目
瞭
然

で
す
。

の
人
工
林
面
積
率
、
地
位
、
地
利
、

施
業
履
歴
な
ど
の
デ
ー
タ
の
ほ
か
、

「
水
土
保
全
林
」
や
「
森
林
と
人
と

の
共
生
林
」
な
ど
公
益
的
な
機
能
面

が
重
視
さ
れ
て
る
か
ど
う
か
に
つ
い

て
も
入
力
し
ま
す
。

●
別
途
、
国
土
地
理
院
か
ら
入
手
し
た

標
高
デ
ー
タ
か
ら
、
傾
斜
の
図
面
を

作
成
し
、
後
々
の
解
析
に
用
い
ま
す
。

●
既
に
森
林
経
営
計
画
に
よ
り
造
林
事

業
が
行
わ
れ
て
い
る
小
班
は
省
い
て

解
析
・
評
価
し
ま
す
。

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
：
入
力
し
た
デ
ー
タ
を

地
図
上
に
可
視
化
し
ま
す
。】

●
各
デ
ー
タ
を
視
覚
的
に
把
握
で
き
る

よ
う
地
図
上
に
色
分
け
し
ま
す
（
図

３
）。

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
：
バ
ラ
バ
ラ
の
地
図
を

重
ね
て
解
析
・
評
価
し
ま
す
。】

●
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
で
可
視
化
し
た
地
図
を

そ
れ
ぞ
れ
10
ｍ
×
10
ｍ
の
メ
ッ
シ
ュ

に
区
分
し
た
の
ち
重
ね
合
わ
せ
、
同

じ
位
置
の
メ
ッ
シ
ュ
値
を
垂
直
方
向

に
串
刺
し
す
る
よ
う
に
計
算
し
ま
す
。

●
そ
の
結
果
、
得
ら
れ
る
評
価
値
が
大

き
い
ほ
ど
、
ま
た
そ
れ
が
地
図
上
で

面
的
な
広
が
り
が
あ
る
ほ
ど
、
そ
の

場
所
が
森
林
整
備
を
優
先
す
る
対
象

の
候
補
に
な
る
と
評
価
で
き
ま
す
。

●
評
価
を
行
う
地
域
（
例
え
ば
大
字
単

位
）
の
地
域
界
を
地
図
に
加
え
れ
ば
、

①　

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

事
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
意
向

調
査
を
行
う
地
域
（
例
え
ば
大
字
単

位
）
に
つ
い
て
、
調
査
の
優
先
順
位
や

業
務
量
を
把
握
す
る
た
め
に
行
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
対
象
者
な
ど
、
市
町
の

全
森
林
所
有
者
を
対
象
に
、
所
有
森
林

の
場
所
や
境
界
、
管
理
の
状
況
、
新
し

い
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
周
知
度
な
ど

を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
、
全
て
の
権
利
者
の

確
知
が
で
き
そ
う
か
、
そ
の
難
易
性
を

確
認
し
ま
す
。

②　

対
象
森
林
調
査

　

対
象
森
林
調
査
は
、
市
町
域
に
意
向

調
査
の
対
象
と
な
る
人
工
林
や
森
林
の

自
然
条
件
を
把
握
す
る
た
め
に
行
い
ま

す
。
意
向
調
査
の
対
象
と
な
る
人
工
林

は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し
て
森
林
計
画
図

や
森
林
簿
に
記
載
さ
れ
る
情
報
を
解

析
・
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
地
図
上
に

可
視
化
す
る
こ
と
に
よ
り
特
定
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

多
可
町
を
モ
デ
ル
に
行
っ
た
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に

よ
る
対
象
森
林
調
査
の
解
析
・
評
価
事

例
を
紹
介
し
ま
す
。

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
：
小
班
図
に
森
林
簿
の

デ
ー
タ
を
入
力
し
ま
す
。】

●
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
よ
り
、
小
班
図
の
各
小
班

に
森
林
簿
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
ま
す
。

優
先
的
に
整
備
を
行
う
べ
き
人
工
林

を
特
定
す
る
た
め
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

サポートセンター相談室（兵庫県林業会館４F）

ひょうご森づくりサポートセンター（木材利用担当）支援体制【予定】

市町等相談業務

神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号
【窓口】兵庫県林業会館3F　【相談室】4F
TEL：078-371-0607　FAX：078-371-7662

ワンストップ相談窓口

窓口
（兵庫県木材業協同組合

連合会内）

兵庫県木材業協同組合
連合会職員

相談内容に応じ
順次

相談内容に応じ
順次

相談内容に応じ

相
　
　
談

専門家（アドバイザー）

建築士事務所協会等

その他

丹波年輪の里

木育推進団体木育技術者

木造・木質化技術者

その他

木造・木質化の実績
のある設計事務所等

委嘱

委嘱

その他：兵庫県立森林林業技術センター（試験研究機関）等

　
【
○
○
市
相
談
事
例
】

　

発
注
担
当
課
、
設
計
・
工
事
担
当

課
の
職
員
を
対
象
と
し
た
木
材
、

木
造
等
に
関
す
る
基
礎
的
知
識

（
木
材
の
特
徴
、
加
工
・
流
通
等
）

の
習
得
を
目
的
と
し
た
研
修
会

（
四
回
シ
リ
ー
ズ
）
の
企
画
、
講

師
の
派
遣
等

　

③「
ひ
ょ
う
ご
の
木
の
家
」

　
　

設
計
支
援
事
業
の
実
施

　
　
「
ひ
ょ
う
ご
木
の
匠
」
登
録
工

務
店
に
よ
る
県
産
木
材
の
良
さ
を

見
せ
る
木
造
住
宅
の
設
計
に
対
し

補
助
事
業
を
実
施

　
（
P
7　

参
照
）

５　

木
材
利
用
・
木
育
に
つ
い
て
の
支
援

　

木
材
利
用
・
木
育
に
か
か
る
市
町
支

援
に
つ
い
て
は
、
兵
庫
県
木
材
業
協
同

組
合
連
合
会
（
以
下「
県
木
連
」）
が
、

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
と
連
携
し
、

木
造
・
木
質
化
技
術
者
、
木
育
技
術
者

を
県
木
連
に
配
置
す
る
と
と
も
に
、
相

談
内
容
に
応
じ
専
門
家
（
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
）
を
派
遣
す
る
な
ど
の
対
応
を
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
支
援
業
務
の
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

　

①
木
材
利
用
等
に
関
す
る
相
談

　
　

対
応

　

・
公
共
建
築
物
の
県
産
木
材
利
用

に
係
る
相
談

　

・
木
育
や
木
材
利
用
普
及
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
相
談

　

②
木
材
利
用
等
に
関
す
る

　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣

　

・
公
共
建
築
物
等
の
木
造
・
木
質

化
に
係
る
計
画
立
案
や
仕
様
書

及
び
設
計
書
作
成
等
の
支
援

　

・
木
育
や
木
材
利
用
普
及
イ
ベ
ン

ト
等
に
係
る
活
動
支
援
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フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
の
育
成
状
況

に
つ
い
て

低コスト作業システムによる搬出間伐現地（宍粟市）１号館２階エレベーター前 １号館１階ロビー（茶色がシカ革仕様）

　
「
県
庁
（
神
戸
市
中
央
区
）
の

ロ
ビ
ー
ベ
ン
チ
に
シ
カ
革
ク
ッ
シ

ョ
ン
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。」

　

こ
の
度
、
ひ
ょ
う
ご
ニ
ホ
ン
ジ

カ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
を

得
て
、
県
庁
１
号
館
ロ
ビ
ー
、
２

号
館
連
絡
通
路
、
３
号
館
ロ
ビ
ー
、

１
号
館
２
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
前

の
ベ
ン
チ
を
兵
庫
県
で
捕
獲
さ
れ

た
シ
カ
の
革
を
使
っ
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。

　

お
近
く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、

是
非
、
座
り
比
べ
て
み
て
下
さ
い
。

協
定
を
締
結
し
て
面
的
な
ま
と
ま

り
の
あ
る
間
伐
や
路
網
整
備
を
推

進
す
る
「
民
国
連
携
の
森
づ
く

り
」
な
ど
の
取
り
組
み
を
支
援
し

ま
す
。

　

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
（
森
林
総
合
監
理

士
）
に
は
、
本
県
か
ら
14
名
の
林
業
普

及
指
導
員
が
国
の
試
験
に
合
格
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
ま
だ
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
取
得

者
が
少
な
い
た
め
、
国
の
森
林
総
合
監

理
士
育
成
研
修
の
受
講
に
よ
る
新
規
の

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
資
格
の
取
得
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
国
有
林
の
フ
ォ
レ
ス
タ

ー
と
連
携
を
図
り
、
路
網
整
備
の
考
え

方
や
コ
ン
テ
ナ
苗
を
用
い
た
再
造
林
に

つ
い
て
の
技
術
検
討
な
ど
、
現
地
で
の

交
流
を
通
じ
て
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
の
技

術
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

（
林
務
課
林
政
調
整
班
主
幹

　
　

 　

 

林
業
普
及
担
当　

新
見　

満
）

整
備
等
）
を
森
林
動
物
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
員
や
森
林
動
物
専
門
員

と
連
携
し
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
松
く
い
虫
や
カ
シ
ノ
ナ
ガ

キ
ク
イ
ム
シ
等
の
森
林
病
害
虫
防

除
の
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

４　

森
林
経
営
管
理
法
の
運
用
と
森
林

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備

等
の
支
援

　

平
成
31
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た

森
林
経
営
管
理
法
に
つ
い
て
、
市

町
へ
の
円
滑
な
運
用
を
指
導
し
ま

す
。

　

ま
た
、
森
林
環
境
譲
与
税
に
つ

い
て
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
森

林
整
備
へ
の
活
用
や
木
材
利
用
の

促
進
に
資
す
る
事
業
展
開
を
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

５　

関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
の
構
築

　

森
林
計
画
制
度
の
運
用
を
現
場

で
担
う
市
町
へ
の
技
術
的
な
支
援

や
施
策
推
進
に
必
要
な
助
言
・
指

導
等
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
中
心

に
准
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
等
が
、
市
町

村
森
林
整
備
計
画
や
森
林
経
営
計

画
の
作
成
等
に
つ
い
て
支
援
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
国
有
林
と
民
有
林
が

３　

森
林
の
多
面
的
機
能
の
維
持
向
上

　

(1)　

新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り

　

森
林
の
適
正
管
理
（
間
伐
実

施
）
の
推
進
・
指
導
（
森
林
管
理

100
％
作
戦
、
第
２
期
対
策
）、
里

山
林
の
再
生
整
備
（
里
山
ふ
れ
あ

い
森
づ
く
り
等
）、
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
や
企

業
の
森
づ
く
り
の
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

(2)　

森
林
の
防
災
機
能
強
化
を
図
る

　
　
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」の
推
進

　

平
成
18
年
の
制
度
創
設
以
降
、

豪
雨
時
等
の
デ
ー
タ
収
集
や
災
害

の
分
析
を
重
ね
、
課
題
を
抽
出
し

内
容
を
拡
充
し
た
第
３
期
対
策
に

よ
り
、
緊
急
防
災
林
・
里
山
防
災

林
・
針
葉
樹
林
と
広
葉
樹
林
の
混

交
整
備
、
谷
部
の
間
伐
材
除
去
の

徹
底
や
流
木
防
止
、
奥
地
人
工
林

の
広
葉
樹
林
化
、
都
市
山
防
災
機

能
強
化
に
向
け
た
技
術
指
導
を
行

い
ま
す
。

　

(3)　

野
生
動
物
の
保
護
管
理
と
森
林

　
　

病
害
虫
防
除

　

シ
カ
等
の
生
息
地
管
理
や
集
落

ぐ
る
み
の
被
害
対
策
の
指
導
、
野

生
（
森
林
）
動
物
と
の
共
生
を
図

る
森
づ
く
り
（
野
生
動
物
共
生
林

た
め
、
資
源
循
環
林
造
成
パ
イ
ロ

ッ
ト
事
業
を
核
に
主
伐
・
再
造
林

を
普
及
・
推
進
し
ま
す
。

２ 

新
た
な
需
要
開
拓
に
よ
る
県
産

　

 

木
材
の
利
用
促
進

　

(1)　

県
産
木
材
の
利
用
促
進

　

公
共
木
造
施
設
や
民
間
建
築
物

等
の
優
良
事
例
や
木
材
の
調
達
方

法
等
の
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
、
中
高
層
建
築
物
な
ど
幅

広
い
需
要
が
見
込
ま
れ
る
新
た
な

木
質
建
材
で
あ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交

集
成
板
）
な
ど
新
た
な
木
材
用
途

の
開
拓
及
び
普
及
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
効
率
的
な
未
利
用
木
材

等
の
収
集
や
山
土
場
設
置
に
よ
る

仕
分
け
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

　

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
団
地

化
と
低
コ
ス
ト
原
木
供
給
団
地
の

設
定
を
行
い
、
集
中
的
な
路
網
整

備
や
高
性
能
林
業
機
械
等
に
よ
る

低
コ
ス
ト
作
業
シ
ス
テ
ム
の
普
及

を
推
進
し
ま
す
。

　

森
林
経
営
計
画
作
成
の
加
速
化

と
、
本
年
度
か
ら
、
新
た
に
策
定

し
た
第
３
期
に
入
る
「
新
ひ
ょ
う

ご
林
内
路
網
1
，0
0
0
㎞
整
備

プ
ラ
ン
」
に
よ
り
団
地
内
の
路
網

整
備
を
図
り
、
原
木
の
供
給
体
制

を
構
築
し
搬
出
間
伐
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
県
森
林
作
業
道
作
設
指

針
に
基
づ
き
「
壊
れ
に
く
い
作
業

道
」
の
開
設
を
普
及
指
導
し
ま
す
。

　

(2)　

林
業
事
業
体
・
林
業
技
術
者
育 

　
　

成
　

森
林
整
備
の
中
心
的
役
割
を
担

う
森
林
組
合
等
林
業
事
業
体
の
育

成
強
化
を
図
る
た
め
、
将
来
の
現

場
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
技
術
者
に

対
し
て
知
識
や
技
能
を
修
得
さ
せ

る
研
修
や
森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
育
成
を
進
め
ま
す
。

　

(3)　

主
伐
・
再
造
林
の
推
進

　

人
工
林
の
林
齢
構
成
の
平
準
化

や
将
来
の
木
材
需
要
へ
対
応
す
る

の
実
現
に
向
け
、
面
的
に
ま
と
ま
り
の

あ
る
森
林
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
合

理
的
で
堅
牢
な
路
網
の
整
備
、
効
率
的

な
作
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
等
を
進
め
る

と
と
も
に
、
主
伐
期
を
迎
え
た
人
工
林

で
の
主
伐
・
再
造
林
を
推
進
し
、
資
源

循
環
型
林
業
の
構
築
と
原
木
の
安
定
供

給
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
兵
庫
県
県
産
木
材
の
利
用

促
進
に
関
す
る
条
例
に
沿
い
、
建
築
用

と
燃
料
用
の
２
本
柱
で
余
す
と
こ
ろ
な

く
県
産
木
材
の
利
用
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
森
林
経
営
管
理
法
」
に
基

づ
く
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
普

及
並
び
に
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
を
活

用
し
た
市
町
に
よ
る
森
林
整
備
の
指

導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。

■
令
和
元
年
度
林
業
普
及
指
導
事
業
の

　

重
点
事
項

【
本
年
度
の
重
点
普
及
事
項
】

１　

林
業
の
収
益
性
の
向
上

　

(1)　

原
木
の
安
定
供
給
体
制
づ
く
り

　

本
県
で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
林
業

普
及
指
導
事
業
を
行
う
た
め
、
現
在
、

県
下
の
各
県
民
局
・
県
民
セ
ン
タ
ー
農

林
（
水
産
）
振
興
事
務
所
に
45
名
、
ま

た
、
全
県
的
な
普
及
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
２

名
、
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
に
４
名
、

県
立
森
林
大
学
校
に
２
名
の
普
及
指
導

員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
、
中
播
西
播
、
但
馬
丹
波

の
各
普
及
指
導
区
で
は
、
原
木
の
安
定

供
給
体
制
の
構
築
や
木
材
の
活
用
促
進

な
ど
地
域
の
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
専

門
技
術
員
と
各
事
務
所
の
普
及
事
業
を

総
括
す
る
普
及
担
当
課
長
等
と
で
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
林
業
普
及
指
導
員
と

共
に
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
ほ

か
、
最
新
の
知
識
や
技
術
の
提
供
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

　

多
様
で
健
全
な
森
林
づ
く
り
と
木
材

生
産
が
調
和
し
た
持
続
的
な
森
林
経
営

令
和
元
年
度
林
業
普
及
指
導
事
業
の
重
点
事
項
と
進
め
方

〜 

主
伐
・
再
造
林
の
推
進
と
県
産
木
材
の
利
用
促
進
に
向
け
て 

〜

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
　
林
務
課
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森林動物研究センターからの貸与の檻

中間報告会で動画の確認

捕獲指導員が住民と一緒に活動

平成30年度　ストップ・ザ・獣害　捕獲実績（光都農林管内）

光
都
農
林

小河
ほか
4地区

月日

シカ

イノシシ

アナグマ

計

6月

5

1

6

7月

6

6

8月

1

6

7

9月

1

2

3

6

10月

5

5

10

11月

1

2

3

12月

1

1

2

1月

2

1

3

2月

3

3

3月

0

合計

19

17

10

46

「
ひ
ょ
う
ご
の
木
の
家
」
設
計
支
援
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
林
務
課

宅
の
建
築
を
推
進
す
る
事
業
体
と
し
て
、

県
で
登
録
し
て
い
ま
す
。

■
登
録
基
準

①
兵
庫
県
内
に
事
業
所
又
は
事
務
所
を

置
い
て
お
り
、
建
設
業
法
そ
の
他
の

法
令
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
。 

②
構
造
計
算
を
行
う
な
ど
性
能
が
明
確

な
木
造
住
宅
を
供
給
で
き
る
体
制
を

有
し
て
い
る
こ
と
。 

③
梁
や
桁
な
ど
こ
れ
ま
で
兵
庫
県
産
木

材
の
利
用
が
低
位
な
部
材
に
兵
庫
県

産
木
材
を
利
用
す
る
技
術
等
を
有
し

て
い
る
こ
と
。 

④
兵
庫
県
産
木
材
を
使
用
し
た
木
造
住

宅
等
の
建
築
戸
数
や
兵
庫
県
産
木
材

の
使
用
量
を
増
加
さ
せ
る
計
画
を
有

す
る
こ
と
。 

⑤
消
費
者
に
対
し
て
、
兵
庫
県
産
木
材

に
関
す
る
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し

て
い
る
こ
と
、
又
は
提
供
す
る
計
画

を
有
す
る
こ
と
。

 

ひ
ょ
う
ご
木
の
匠
に
つ
い
て
は
、
兵

庫
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。
参
考U

RL

：

https://w
eb.pref.hyogo.lg.jp/nk14

/kinotakum
i_tourokuseido.htm

l

（
本
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先　

ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

T
E
L 

0
7
8
―

3
7
1
―

0
6
0
7
）

旨
を
表
示
し
た
ノ
ボ
リ
の
掲
示

②
完
成
見
学
会
の
開
催

■
事
業
ス
キ
ー
ム

　

計
画
書
や
補
助
金
の
申
請
、
交
付
窓

口
は
、
ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
す
。

■
計
画
申
請
期
間

　

令
和
元
年
７
月
31
日
ま
で

■
計
画
申
請
先

　

ひ
ょ
う
ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
木
材
利
用
担
当
：
兵
庫
県
木
材

業
協
同
組
合
連
合
会
内　

T
E
L 

0
7
8
―

3
7
1
―

0
6
0
7
）

【
ひ
ょ
う
ご
木
の
匠
に
つ
い
て
】

　

兵
庫
県
産
木
材
を
使
用
し
た
木
造
住

■
補
助
要
件

　

補
助
対
象
と
な
る
設
計
は
、
以
下
の

す
べ
て
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

①
平
成
31
年
4
月
1
日
以
降
に
設
計
し
、

令
和
２
年
２
月
末
日
ま
で
に
施
主
と

工
事
契
約
す
る
住
宅
で
あ
る
こ
と
。

②
ひ
ょ
う
ご
木
の
匠
登
録
工
務
店
が
県

内
に
建
築
す
る
新
設
木
造
住
宅
で
あ

る
こ
と
。

③
木
材
使
用
量
の
う
ち
県
産
木
材
を
50

％
以
上
使
用
す
る
こ
と
。

④
居
室
に
お
い
て
、
県
産
木
材
を
使
用

し
た
「
梁
、
柱
、
天
井
、
壁
、
床
」

の
い
ず
れ
か
が
目
視
で
き
る
こ
と
。

■
補
助
金
額

　

設
計
１
件
あ
た
り
30
万
円

■
補
助
件
数　

1
0
0
件
以
内

■
そ
の
他

　

県
産
木
材
の
魅
力
を
広
く
県
民
に
普

及
す
る
た
め
、
補
助
対
象
者
は
設
計
支

援
を
受
け
た
住
宅
に
お
い
て
、
次
の
こ

と
に
取
り
組
む
こ
と
。

①
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
で
あ
る

　

兵
庫
県
で
は
、
住
宅
に
お
け
る
県
産

木
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
兵
庫

県
産
木
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅
の
建

築
の
担
い
手
で
あ
る
工
務
店
を
「
ひ
ょ

う
ご
木
の
匠
」
と
し
て
登
録
し
、
県
産

木
材
を
取
り
扱
う
事
業
体
と
し
て
広
く

県
民
に
紹
介
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
な
る
県
産
木

材
の
需
要
拡
大
を
図
る
た
め
、
ひ
ょ
う

ご
木
の
匠
登
録
工
務
店
を
対
象
に
、
県

産
木
材
の
魅
力
を
み
せ
る
住
宅
を
設
計

す
る
場
合
の
補
助
事
業
と
し
て
、「
ひ

ょ
う
ご
の
木
の
家
」
設
計
支
援
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

■
事
業
目
的

　

県
産
木
材
の
魅
力
を
見
せ
る
木
造
住

宅
の
設
計
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
工
務

店
の
県
産
木
材
利
用
意
識
を
高
め
る
と

と
も
に
、
県
産
木
材
の
魅
力
を
県
民
に

普
及
し
、
建
築
用
材
と
し
て
の
県
産
木

材
の
利
用
を
促
進
す
る
。

■
補
助
対
象
者

　

ひ
ょ
う
ご
木
の
匠
登
録
工
務
店

集
落
に
対
し
、
わ
な
免
許
取
得
者
の
拡

大
と
よ
り
効
果
的
な
捕
獲
方
法
を
普
及

し
な
が
ら
、
住
民
が
主
体
的
に
獣
害
対

策
に
取
り
組
む
集
落
づ
く
り
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

三 

住
民
の
意
識

　

住
民
は
活
動
の
中
で
、
セ
ン
サ
ー
カ

メ
ラ
で
自
ら
動
物
の
侵
入
状
況
を
確
認

し
、
捕
獲
指
導
員
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
檻
の
設
置
場
所
や
餌
を
ま
く
タ
イ

ミ
ン
グ
を
工
夫
す
る
な
ど
し
て
捕
獲
成

果
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
た

効
果
を
実
感
し
、
自
分
た
ち
が
活
動
す

る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
く
継
続
す
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
集
落
の
住
民
で
も
あ
る
捕
獲

指
導
員
が
、
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
こ
と

で
、
集
落
の
主
体
的
な
取
組
み
が
実
施

で
き
て
い
ま
す
。

四 

今
後
の
取
り
組
み

　

西
播
磨
県
民
局
で
は
小
河
集
落
を
モ

デ
ル
地
区
と
し
、
林
業
普
及
指
導
員

（
森
林
動
物
指
導
員
）
が
県
民
局
に
設

置
さ
れ
た
「
獣
害
対
策
チ
ー
ム
」
と
連

携
し
、
農
業
が
盛
ん
で
、
野
生
動
物
育

成
林
整
備
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る

農
家
は
、
集
落
と
と
も
に
獣
害
対
策
に

苦
慮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

小
河
集
落
で
は
、
集
落
で
わ
な
免
許

の
取
得
を
推
進
す
る
な
ど
、
農
業
の
担

い
手
も
含
め
た
集
落
と
し
て
の
獣
害
被

害
対
策
に
取
り
組
む
気
風
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
獣
害
」

事
業
に
取
組
み
、
森
林
動
物
研
究
セ
ン

タ
ー
か
ら
も
技
術
支
援
を
受
け
、
動
画

撮
影
が
出
来
る
機
材
や
セ
ン
サ
ー
付
き

の
箱
わ
な
等
も
使
用
し
、
捕
獲
技
術
の

さ
ら
な
る
向
上
と
捕
獲
数
の
拡
大
に
努

め
ま
し
た
。

　

林
業
普
及
指
導
員
（
森
林
動
物
指
導

員
）
は
、
同
セ
ン
タ
ー
と
捕
獲
指
導
員

と
の
連
絡
調
整
を
担
当
し
、
ス
ム
ー
ズ

に
事
業
を
実
施
出
来
る
よ
う
指
導
し
ま

し
た
。

一 

は
じ
め
に

　

相
生
市
矢
野
町
小
河
集
落
は
、
三
濃

山
南
西
の
裾
に
位
置
し
、
野
生
鳥
獣
に

よ
る
水
稲
を
は
じ
め
と
し
た
農
作
物
の

被
害
が
大
き
い
集
落
で
す
。

　

当
集
落
は
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
県

民
緑
税
（
野
生
動
物
育
成
林
整
備
）
事

業
に
よ
り
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
を
整
備
し
、

獣
害
対
策
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た

結
果
、
被
害
対
策
に
対
す
る
住
民
の
意

識
は
着
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。

二 

事
業
の
取
組

　
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
獣
害
」
事
業
と

は
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
等
の
野
生
鳥
獣

に
よ
る
農
林
業
被
害
が
深
刻
な
集
落
の

捕
獲
従
事
者
へ
、
当
事
業
で
任
命
し
た

捕
獲
指
導
員
が
捕
獲
の
技
術
指
導
や
防

護
柵
の
効
果
的
な
設
置
指
導
な
ど
を
行

い
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
た
取
組
み
を

行
う
こ
と
で
、
捕
獲
効
率
の
向
上
・
農

業
被
害
軽
減
を
目
ざ
す
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

小
河
集
落
は
、
農
地
の
一
部
を
大
規

模
土
地
利
用
型
農
家
へ
農
業
経
営
を
委

託
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
託
し
て
い
る

「
住
民
主
体
の
獣
害
対
策
へ
」

　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・
獣
害
」事
業
を
林
業
普
及
指
導
員
が
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
播
磨
県
民
局　

光
都
農
林
振
興
事
務
所

普
及
だ
よ
り

①補助

（設計費　＠300千円/件×100件）

②公募
④選定
⑥補助（＠300千円/件）

③計画申請
⑤補助申請

ひょうご森づくり
サポートセンター

事業スキーム図

県

「ひょうご木の匠」
登録工務店
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図1．各区分に応じた森林施業体系

森
林
施
業
体
系

［林相］

単層林

複層林

［樹種］

ス　ギ

ヒノキ

アカマツ
ケヤキ
クヌギ（椎茸原木林）
スギとスギ
スギとヒノキ
アカマツとヒノキ
ケヤキとスギ
クヌギとヒノキ

［地域］
積雪地

非積雪地

積雪地
非積雪地

［生産目標］
大径材
中径材
大径材
中径材
中径材
中径材
中径材
中径材
大径材
大径材
小径材
大径材
大径材
大径材
大径材
大径材

［植栽本数］
3,300本/ha
3,300本/ha
3,500本/ha
3,500本/ha
5,000本/ha
3,500本/ha
3,500本/ha
5,000本/ha
4,000本/ha
4,000本/ha
3,000本/ha
1,000本/ha
1,000本/ha
1,500本/ha
1,200本/ha
3,000本/ha

技
術
シ
リ
ー
ズ

技
術
シ
リ
ー
ズ

技
術
シ
リ
ー
ズ

る
の
か
、
そ
の
際
に
地
形
お
よ
び
周
辺

立
木
密
度
が
影
響
を
及
ぼ
す
ス
ケ
ー
ル

は
ど
の
程
度
な
の
か
を
明
ら
か
に
す
る

解
析
を
し
ま
し
た
。

（
図
2
、
3
）。
こ
の
ヒ
ノ
キ
林
は
過
去

に
数
度
間
伐
さ
れ
（
前
回
は
約
10
年
前

に
実
施
）、
施
業
前
の
立
木
密
度
は
589

本
／
ha
の
過
間
伐
林
で
し
た
（
森
林
施

業
体
系
に
従
っ
て
い
る
場
合
の
立
木
密

度
は
800
本
／
ha
で
す
）。
今
回
、
地
元

森
林
組
合
に
よ
っ
て
定
性
間
伐
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

施
業
前
に
林
内
を
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ

ナ
で
三
次
元
計
測
し
、
各
立
木
の
位
置
、

胸
高
直
径
、
曲
が
り
（
地
上
高
0.7
m
〜

3.7
m
の
3
m
矢
高
）
を
算
出
し
ま
し
た

（
図
4
）。
施
業
後
に
各
立
木
の
伐
採
お

よ
び
残
存
を
記
録
し
、
G
I
S
（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）
上
で
、
立
木
の
位
置

と
D
E
M（
数
値
標
高
モ
デ
ル
）
か
ら
、

立
木
が
生
育
し
て
い
る
斜
面
傾
斜
、
斜

面
凹
凸
度
を
読
み
取
り
ま
し
た
。
同
時

に
各
立
木
の
周
辺
立
木
密
度
も
算
出
し

ま
し
た
。
斜
面
傾
斜
、
斜
面
凹
凸
度
、

周
辺
立
木
密
度
は
、
対
象
立
木
を
中
心

と
し
た
10
ス
ケ
ー
ル
の
円
（
半
径
1
m

〜
10
m
の
1
m
お
き
）
を
用
意
し
、
各

ス
ケ
ー
ル
で
値
の
読
み
取
り
、
お
よ
び

算
出
を
し
ま
し
た
。

　

伐
採
木
の
決
定
に
、
地
形
（
斜
面
傾

斜
、
斜
面
凹
凸
度
）、
周
辺
立
木
密
度
、

形
質
（
胸
高
直
径
、
曲
が
り
）
の
5
要

因
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

2
．
調
査
及
び
解
析
方
法

　

調
査
は
兵
庫
県
内
の
約
50
年
生
の
ヒ

ノ
キ
林
（
面
積
約
2
ha
、
平
均
胸
高
直

径
29
㎝
）
一
ヶ
所
で
実
施
し
ま
し
た

1
．
は
じ
め
に

　

兵
庫
県
で
は
平
成
7
年
に
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
と
い
っ
た
主
要
樹
種
の
地
域
、
生

産
目
標
等
に
応
じ
た
森
林
施
業
体
系
を

策
定
し
（
図
1
）、
間
伐
お
よ
び
主
伐

の
時
期
を
定
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

林
業
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
の
変
化
か

ら
、
森
林
施
業
体
系
に
従
っ
た
間
伐
お

よ
び
主
伐
を
実
施
し
て
い
な
い
森
林

（
以
下
、
体
系
逸
脱
林
）
が
多
く
存
在

し
て
い
ま
す
。

　

体
系
逸
脱
林
で
は
今
後
ど
の
よ
う
な

施
業
を
実
施
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。
森
林
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
持
続
的
な

木
材
生
産
を
考
え
て
い
く
た
め
に
も
、

施
業
の
方
向
性
を
あ
る
程
度
示
す
こ
と

は
不
可
欠
で
す
。

　

そ
こ
で
、
体
系
逸
脱
林
に
お
け
る
こ

れ
か
ら
の
施
業
を
考
え
て
い
く
た
め
の

基
礎
的
知
見
と
し
て
、
ヒ
ノ
キ
の
体
系

逸
脱
林
で
実
施
さ
れ
た
定
性
間
伐
を
調

査
、
解
析
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

森
林
施
業
体
系
か
ら
逸
脱
し
た
ヒ
ノ
キ
林
に
お
け
る
定
性
間
伐

　
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
　
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
　
康
人

間
競
争
を
最
小
化
）
し
た
い
の
で
あ
れ

ば
周
辺
8
m
程
度
の
混
み
具
合
を
考
慮

し
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
概
に
体
系
逸
脱
林
と
い
っ
て
も
、

過
間
伐
、
間
伐
遅
れ
、
主
伐
期
超
過
と

い
っ
た
よ
う
に
状
態
も
そ
の
逸
脱
程
度

も
様
々
で
す
。
ま
た
、
材
の
用
途
に
よ

っ
て
は
、
あ
え
て
過
間
伐
や
間
伐
遅
れ

に
仕
立
て
た
方
が
よ
い
場
合
も
あ
る
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
複
雑
な
状
況
下
で
、
施

業
の
方
向
性
を
示
す
の
は
非
常
に
困
難

で
す
が
、
実
際
の
施
業
を
詳
し
く
調
べ

て
み
る
こ
と
で
、
考
慮
し
て
い
る
混
み

具
合
の
ス
ケ
ー
ル
な
ど
新
た
な
発
見
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
基
礎
的
知
見

を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
で
、
体
系
逸
脱

林
に
お
け
る
今
後
の
施
業
の
一
助
に
な

っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

３
．
結
果
と
考
察

　

今
回
の
定
性
間
伐
で
は
、
劣
勢
木
や

不
良
木
が
伐
採
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
平

均
胸
高
直
径
は
、
伐
採
木
が
24
㎝
、
残

存
木
が
30
㎝
で
し
た
（
図
5
）。

　

ど
の
よ
う
な
定
性
間
伐
が
実
施
さ
れ

る
の
か
は
、
森
林
所
有
者
や
現
場
作
業

者
の
意
向
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
ま

す
。
今
回
は
、
森
林
所
有
者
の
こ
と
を

考
え
、
優
勢
木
を
残
す
間
伐
が
選
ば
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

解
析
の
結
果
、
今
回
検
討
し
た
要
因

の
う
ち
、
斜
面
凹
凸
度
、
周
辺
立
木
密

度
、
胸
高
直
径
、
曲
が
り
の
4
要
因
が

伐
採
木
の
決
定
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
斜
面
凹
凸
度
お
よ
び

周
辺
立
木
密
度
は
5
m
ス
ケ
ー
ル
で
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
し
た
。
即
ち
、
周

辺
5
m
程
度
の
立
木
密
度
が
高
い
谷
地

形
に
生
育
し
て
い
る
、
形
質
の
悪
い
木

（
細
く
、
曲
が
り
が
大
き
い
木
）
が
伐

採
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
ス
ギ
林
に
お
け
る
立
木
の
個
体

間
競
争
は
半
径
8
m
程
度
の
円
内
で
生

じ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

（M
asaki et al 2006

）。
今
回
の
定

性
間
伐
で
は
、
周
辺
5
m
程
度
の
混
み

具
合
を
考
慮
し
て
伐
採
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
材
積
成
長
量
を
最
大
化
（
個
体

図5．伐採および残存木の直径階別本数

図3．調査地（茶点は間伐木、
　　 緑点が残存木を示す）

図4．三次元計測の様子 図2．調査地（体系逸脱林）の様子
★林業体験会の内容は1回目と2回目で異なります。詳しくは県ホームページでご確認ください。

２　オープンキャンパス

1回目
2回目

R1.7.27（土）
R1.8.31（土）

日　　程 場　　所
県立森林大学校

（宍粟市一宮町能倉772-1）

内　　容
学校概要、入学試験、シェアハウスの説明、校舎見学、個別相談会、
林業体験会（林業機械の操作体験、チェンソー伐木実演）など

★募集要項等の詳細は、県ホームページをご覧ください。（https://web.pref.hyogo.lg.jp/aff/cate2_410.html）

１　入学試験

推薦入試
（学校推薦）

一般入試（第1回）

一般入試（第2回）

推薦
入試

事業体推薦（第2回）
自己推薦（第2回）　

推薦
入試

事業体推薦（第1回）
自己推薦（第1回）　

区　　分 願書受付募集人員
定員の
半数程度

定員の
半数程度

若干名

Ｒ1.10.7（月）　
　～Ｒ1.10.25（金）

Ｒ1.11.11（月）　
　～Ｒ1.11.29（金）

Ｒ2.2.12（水）　
　～Ｒ2.3.2（月）

Ｒ1.11.8（金）

Ｒ1.12.13（金）

Ｒ2.3.16（月）

Ｒ1.11.15（金）

Ｒ1.12.20（金）

Ｒ2.3.23（月）

小論文（2題）、面接

小論文（2題）、面接

小論文（1題）、数学、面接

小論文（2題）、面接

国語、数学、面接

合格発表 試験科目試験日

　

森
林
経
営
や
森
林
林
業
に
関
わ
る
人

材
を
幅
広
く
育
成
す
る
専
修
学
校
兵
庫

県
立
森
林
大
学
校
で
は
、
令
和
２
年
４

月
入
学
の
第
４
期
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
学
者
の
選
抜
に
あ
た
っ
て
は
、

「
一
般
入
学
試
験
」
の
ほ
か
、
高
等
学

校
長
等
か
ら
の
推
薦
に
よ
る
「
学
校
推

薦
入
学
試
験
」、
学
習
活
動
以
外
の
経

験
や
森
林
林
業
へ
の
熱
い
想
い
な
ど
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
「
自
己
推
薦

入
学
試
験
」、
林
業
事
業
体
へ
の
就
業

予
定
者
を
対
象
と
す
る
「
事
業
体
推
薦

入
学
試
験
」
の
４
種
類
の
試
験
方
法
を

実
施
し
、
森
林
林
業
の
振
興
に
熱
意
を

持
つ
、
多
様
な
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

試
験
日
程
、
試
験
科
目
等
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
７
月
27
日
（
土
）
と
８
月
31

日
（
土
）
の
２
回
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
学
校
の
概
要
説

明
や
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
説
明
の
ほ
か
、

鹿
肉
バ
ー
ガ
ー
の
試
食
（
７
月
27
日
の

み
）
や
林
業
機
械
の
試
乗
体
験
、
大
学

校
生
に
よ
る
伐
木
実
演
な
ど
の
林
業
体

験
会
を
行
い
ま
す
。

　

入
試
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
も
、

Ｊ
Ｒ
姫
路
駅
南
口
及
び
宍
粟
市
役
所
か

ら
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
多

く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 県

立
森
林
大
学
校　

第
４
期
生
の
募
集
に
つ
い
て
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本　社　兵庫県宍粟市山崎町　船元250-1
　　　　　Ｔｅｌ ( 0 7 9 0 ) 6 3 ‒ 1 3 7 7
　　　　　Ｆａｘ ( 0 7 9 0 ) 6 3 ‒ 1 3 9 8
営業所 兵庫県姫路市夢前町莇野1078‒3
　　　　　Ｔｅｌ ( 0 7 9 ) 3 3 6 ‒ 1 4 1 8

国土交通省登録第24891号
県知事許可（般-27）第461481号

株式
会社 石原測量コンサルタント
は経験と実績のある

－12－

安全と作業効率を追求し続けるハスクバーナは、
プロが認めるチェンソーの最高峰です。
革新的な技術を融合し、これまで以上の加速と
トルクで他に類のない鋸断能力を発揮します。
新登場550XP-MarkⅡ、ぜひお試しください。

NEW

本当の価値が分かる方へ！

愛　林　興　業　株　式　会　社

■５５０ＸＰ/ＸＰＧ‐ＭａｒｋⅡ

■排気量：50.1㎤
■出　力：2.8KW　　■質　量：5.3/5.5㎏（XPG）

AutoTune
本　社
神崎店
但馬店

姫路市飾磨区恵美酒294-3
神崎郡神河町吉冨1409-2
養父市上野1357

TEL(079)234-8181番㈹
TEL(0790)32-0570番
TEL(079)664-2101番

災害の記録展示（H30）

土石流実験装置の実演 （写真１）シロダモ（左）とオオバアサガラ（右）

令
和
元
年
８
月
14
日
か
ら
25
日
ま
で

「
六
甲
山
の
災
害
展
」の
開
催
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
神
戸
県
民
セ
ン
タ
ー
六
甲
治
山
事
務
所　

治
山
課

　

現
在
、
平
時
に
お
い
て
は
緑
豊
か
で

穏
や
か
な
六
甲
山
で
す
が
、
過
去
に
は

台
風
や
豪
雨
に
よ
っ
て
市
街
地
ま
で
に

及
ぶ
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
県
民

の
財
産
や
人
命
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

 

ま
た
、
近
年
に
お
い
て
は
、
全
国
各

地
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
や
予
想
を
は
る
か
に

超
え
る
大
雨
等
の
発
生
頻
度
が
増
し
て

お
り
、
土
砂
災
害
が
多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
時
か
ら
の
防
災
体
制
の
強

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
行
政
の
み
な
ら
ず
県
民

一
人
一
人
が
常
日
頃
か
ら
身
の
回
り
に

潜
む
自
然
災
害
の
危
険
や
避
難
方
法
等

の
情
報
を
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
災
害

発
生
時
に
冷
静
な
判
断
で
行
動
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、

防
災
・
減
災
を

目
的
と
し
た
情

報
発
信
の
場
と

し
て
、「
六
甲

山
の
災
害
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

■
展
示
内
容

【
学
ぼ
う
】
過

去
に
発
生
し
た

災
害
や
復
旧
工
事
を
写
真
等
で
紹
介
し

ま
す
。

【
体
感
し
よ
う
】
土
石
流
に
対
す
る
治

山
ダ
ム
の
効
果
を
見
る
「
土
石
流
実
験

装
置
」
や
、
降
雨
の
強
さ
を
感
じ
て
も

ら
う
「
か
っ
ぱ
く
ん
」
等
の
実
験
を
行

い
ま
す
。

【
調
べ
よ
う
】
危
険
箇
所
を
表
示
し
た

地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
見
方
や
、
パ
ソ
コ

ン
を
操
作
し

て
確
認
す
る

「
Ｃ
Ｇ
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ

プ
」
の
紹
介

等
を
行
い
ま

す
。

■
開
催
日
時

　

令
和
元
年 

　

８
月
14
日（
水
）か
ら
25
日（
日
）ま
で

　

9
時
30
分
か
ら
18
時
ま
で

　
（
入
館
は
17
時
ま
で
・
毎
週
月
曜
日
は
休
館
）

■
開
催
場
所

　

阪
神・淡
路
大
震
災
記
念

　
「
人
と
防
災　

未
来
セ
ン
タ
ー
」

　

西
館
１
Ｆ
ロ
ビ
ー

　
（
神
戸
市
中
央
区
脇

　

浜
海
岸
通
1‐5‐2
） 

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
環
境
部

　
　

治
山
課
計
画
班

　

T
E
L
：
0
7
8‐3
6
2‐3
4
7
1 

入
に
よ
り
植
栽
木
が
全
滅
す
る
被
害
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

①
シ
カ
柵
は
作
業
道
切
土
か
ら
離
す
。

②
谷
筋
や
岩
盤
地
を
避
け
て
小
面
積
と

す
る
。

③
折
れ
点
を
少
な
く
し
た
う
え
で
、
折

れ
点
に
は
控
え
を
設
置
す
る
。

な
ど
、
シ
カ
柵
が
破
損
し
に
く
く
な
る

よ
う
な
工
夫
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
工
夫
に
よ
っ
て

は
柵
内
の
面
積
が
減
る
う
え
、
柵
外
が

裸
地
化
し
た
事
例
も
あ
る
た
め
（
写
真

２
）、
こ
こ
に
不
嗜
好
性
植
物
を
植
栽

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

不
嗜
好
性
植
物
は
主
役
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ス
ギ
・
コ
ナ
ラ
な
ど
主
林
木

の
伐
採
更
新
を
手
助
け
す
る
脇
役
と
し

て
、
今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

３　

不
嗜
好
性
植
物
の
食
害

　

不
嗜
好
性
と
は
言
え
、
あ
く
ま
で
も

シ
カ
の
嗜
好
が
相
対
的
に
低
い
と
い
う

だ
け
で
、
食
べ
ら
れ
な
い
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
調
査
の
結
果
、
季
節
、
地
域

や
苗
の
形
態
に
よ
っ
て
食
害
の
程
度
が

異
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

宍
粟
市
で
今
年
３
月
に
植
栽
さ
れ
た

オ
オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
の
例

で
は
、
15
％
が
新
芽
を
食
べ
ら
れ
た
も

の
の
、
展
葉
後
は
食
痕
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

丹
波
市
で
平
成
30
年
３
月
に
植
栽
さ

れ
た
ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
の
例
で
は
、
購

入
し
た
ポ
ッ
ト
苗
は
22
％
が
食
害
を
受

け
た
一
方
で
、
山
取
り
の
裸
苗
は
無
被

害
で
し
た
。

　

ま
た
、
同
じ
箇
所
に
植
栽
さ
れ
た
オ

オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
は
、
54
％
が
食
害
を
受

け
、
43
％
が
主
軸
を
食
わ
れ
た
も
の
の
、

枯
損
し
た
も
の
は
わ
ず
か
３
％
で
し
た
。

　

シ
カ
生
息
地
で
こ
れ
ら
の
植
物
が
生

存
で
き
て
い
る
理
由
は
、
食
害
へ
の
耐

性
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

食
害
を
受
け
た
不
嗜
好
性
植
物
苗
が

今
後
ど
の
よ
う
に
生
長
す
る
か
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

４　

今
後
期
待
さ
れ
る
活
用
方
法

　

従
来
、
伐
採
し
た
区
域
を
す
べ
て
囲

む
よ
う
に
シ
カ
柵
を
設
置
し
て
き
ま
し

た
が
、
壊
れ
た
箇
所
か
ら
の
シ
カ
の
侵

で
、
オ
オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
は
1
，2
0
0

本
（
40
％
）、
シ
ロ
ダ
モ
は
3
6
0
本

（
80
％
）
が
活
着
し
て
い
ま
し
た
。

 

オ
オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
は
苗
の
生
育
が
極

め
て
順
調
で
、
７
割
程
度
の
苗
木
が
30

㎝
の
苗
高
に
到
達
し
た
う
え
、
根
系
が

培
土
を
抱
え
て
崩
れ
な
い
状
態
に
な
り
、

播
種
後
１
年
以
内
で
の
コ
ン
テ
ナ
苗
出

荷
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
（
写
真
１
）。
一
方
、
シ
ロ
ダ
モ
は

生
育
が
遅
く
て
苗
高
10
㎝
に
到
達
し
た

も
の
は
約
半
分
で
あ
り
、
根
系
の
発
達

も
遅
い
た
め
、
２
〜
３
年
の
育
苗
期
間

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

１　

は
じ
め
に

　

シ
カ
の
生
息
密
度
が
高
い
地
域
の
造

林
地
で
は
、
防
護
柵
等
に
よ
る
シ
カ
害

の
防
除
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
シ
カ
が
好
ん
で
食
べ
な
い
と

さ
れ
る
不
嗜
好
性
植
物
を
活
用
す
る
技

術
開
発
に
取
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
現

時
点
で
の
成
果
と
今
後
の
展
望
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

２　

不
嗜
好
性
植
物
苗
の
試
作

　

シ
カ
の
生
息
密
度
が
高
い
地
域
で
も

更
新
が
確
認
さ
れ
て
い
る
ウ
リ
ハ
ダ
カ

エ
デ
、
オ
オ
バ
ア
サ
ガ
ラ
、
シ
ロ
ダ
モ

の
３
種
を
選
び
、
平
成
30
年
３
月
に
林

業
種
苗
生
産
者
へ
種
子
を
提
供
し
、
コ

ン
テ
ナ
苗
を
試
作
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

 

ウ
リ
ハ
ダ
カ
エ
デ
は
採
取
種
子
の
低

温
湿
層
処
理
期
間
が
短
す
ぎ
た
た
め
、

箱
蒔
き
し
た
種
子
が
ほ
と
ん
ど
発
芽
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
一
方
で
、
オ
オ
バ
ア

サ
ガ
ラ
と
シ
ロ
ダ
モ
の
発
芽
は
極
め
て

良
好
で
、
そ
れ
ぞ
れ
3
，0
0
0
本
、

4
5
0
本
の
セ
ル
ト
レ
イ
移
植
が
出
来

ま
し
た
。

 

移
植
後
６
ヶ
月
経
過
し
た
９
月
時
点

シ
カ
不
嗜
好
性
植
物
の
活
用
技
術
開
発

　

兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー　

森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
長
井　

信
宏

　

（写真２）シカ食害で裸地化した柵外
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̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

土・木・緑・そして人
　とりもどそう　人にやさしい環境

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

株式会社
グリーン興産
株式会社
グリーン興産

兵庫の林業　№ 289　2019.7
－13－－14－

兵庫の林業　№ 289　2019.7

林土連研究社
代表取締役 岡 田 恒 夫

本　　社　〒100-0014 東京都千代田区永田町2-4-3永田町ビル6階
TEL03-3580-0907  FAX03-3504-1687

川口支店 〒332-0002 埼玉県川口市弥平3-2-24
TEL048-222-7211  FAX048-222-1914

株式会社

《調査/コンサルタント業務》
　⊿地質調査業，建設コンサルタント，測量業，環境省指定調査機関
《建設工事》
　⊿特定建設業：とび・土工工事，土木工事，さく井工事
　⊿一般建設業：電気通信工事，造園工事　

神戸支店：〒651-0083　神戸市中央区浜辺通2丁目1-30三宮国際ビル
　　　　　　　　　　　TEL（078）221-2213㈹　FAX（078）221-2611
但馬事業所：〒667-0043　養父市八鹿町高柳字岸の下137-4
　　　　　　　　　　　　TEL（079）662-7108　FAX（079）662-7496
洲本事業所：〒656-0023　洲本市小路谷字古茂江1282-66
　　　　　　　　　　　　TEL/FAX（0799)24-5243

国土防災技術株式会社
URL=http://www.jce.co.jp/

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号　兵庫県林業会館3階
兵庫県木材業協同組合連合会、林業･木材製造業労働災害防止協会兵庫県支部

Tel：078-371-0607　Fax：078-371-7662　　URL：http://www1.odn.ne.jp/hyogomokuren/

緑を育み水をつくる水源林造成事業
分収林方式により、水源林造成事業を進めています
対象地は無立木地など、公益的機能の低下した水源かん養保安林です

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号　兵庫県林業会館4F
TEL 078（341）4070　 FAX 078（341）4071
ＵＲＬ：http://www.hyogo-green.net/

公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

ご寄付
の方法

緑の募金にご協力をお願いします

● 郵便振込（手数料不要（協会負担））
　 郵便の場合、公益社団法人兵庫県緑化推進協会に直接お問い合わせ下さい。
　 専用の払込取扱票用紙をお送り致します。
● 銀行振込（手数料必要）
　 口座：三井住友銀行　兵庫県庁出張所
　 　　　普通 3198438
　 名義：公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

緑の募金は地域の緑化活動への助成やボランティア団体が行う森づくりへの助成に活用しています。
ご協力いただく募金は、金額の多少を問わず次の金融機関へ振込をお願いします。

福崎町緑の少年団による募金活動福崎町緑の少年団による募金活動

国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林整備センター近畿北陸整備局

TEL(078)362-5800
FAX(078)362-5802

TEL(078)351-3341兵庫県水源林造林協議会
神戸水源林整備事務所

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番 18 号
　　　　　　　　　　（兵庫県林業会館内）

森林を守り育て、地域の安全・安心を確保する治山事業。
美しい森林、豊かな緑を確保する林道事業、造林事業、
松くい虫防除事業。

一般社団法人　兵庫県治山林道協会

兵庫県治山林道協会

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5-18
TEL:078-371-0210　FAX:078-371-6632

　

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
で
亡
く
な

る
方
、
４
日
以
上
仕
事
を
休
む
方
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症
「
ク
ー
ル
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
場
で
も
、
事
業
者
、
労
働

者
の
皆
様
ご
協
力
の
も
と
、
次
の
熱

中
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

①
休
憩
場
所
の
整
備

身
体
を
適
度
に
冷
や
す
こ
と
の
で

き
る
物
品
等
の
設
置

水
分
・
塩
分
の
補
給
を
行
え
る
飲

料
水
等
の
備
え
付
け

②
涼
し
い
服
装
な
ど

透
湿
性
及
び
通
気
性
の
良
い
服

装
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
着
用

③
作
業
時
間
の
短
縮

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
）
が
高

い
と
き
は
、
単
独
作
業
を
控
え
、

暑
さ
指
数
に
応
じ
て
作
業
の
中
止
、

こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
な
ど
の
工

夫
を
す
る

④
熱
へ
の
順
化

暑
さ
に
慣
れ
る
ま
で
の
間
は
十
分

に
休
憩
を
取
り
、
1
週
間
程
度
か

け
て
徐
々
に
身
体
を
慣
ら
す

⑤
水
分
・
塩
分
の
摂
取

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
定
期

的
に
水
分
・
塩
分
を
取
る

⑥
健
康
診
断
結
果
に
基
づ
く
措
置

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
心
疾
患
、

腎
不
全
、
精
神
・
神
経
関
係
の
疾

患
、
広
範
囲
の
皮
膚
疾
患
、
感
冒
、

下
痢
な
ど
が
あ
る
と
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
く
な
る
た
め
、
医
師
の

意
見
を
き
い
て
人
員
配
置
を
行
う

⑦
日
常
の
健
康
管
理
な
ど

前
日
の
飲
み
過
ぎ
は
な
い
か
、
寝

不
足
で
は
な
い
か
、
当
日
は
朝
食

を
取
っ
た
か
等
、
管
理
者
は
確
認

す
る

熱
中
症
の
具
体
的
症
状
に
つ
い
て

説
明
し
、
早
く
気
づ
く
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
す
る

⑧
労
働
者
の
健
康
状
態
の
確
認

作
業
中
、
管
理
者
は
も
ち
ろ
ん
、

作
業
員
同
士
お
互
い
の
健
康
状
態

を
よ
く
確
認
す
る

　 

〜
少
し
で
も
異
変
を
感
じ
た
ら
〜

　
○
少
し
で
も
本
人
や
周
り
が
異
変
を

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
に
運
ぶ

か
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
病
院
に
運
ぶ
ま
で
は
一
人
き
り
に

せ
ず
、必
要
に
応
じ
て
水
分・塩
分

の
摂
取
を
行
い
、
効
率
的
な
体
温

の
低
減
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

熱
中
症
対
策 



＊右は生存する最古のスダジイ幹周507㎝
＊左は最古木の倒木（推定幹周565㎝幹の
　中心には幼木数本が叢生する）

由良の天神社の社叢

昼なお暗い鬱蒼としたスダジイ主体の原始性叢林である

幹周853㎝、
県下第2位
に相当する
クスノキ、
根周り1025㎝

兵
庫
の
林
業
　第
二
八
九
号

西
脇
市
野
村
町
四
七
一

電
話
〇
七
九
五
―
二
二
―
三
二
二
六

一
般
社
団
法
人

兵
庫
県
林
業
会
議
発
行

ウ
ニ
ス
ガ
印
刷
株
式
会
社

て
領
内
の
植
生
調
査
に
入
ら
れ
た
。
そ

の
お
手
伝
い
と
し
て
淳
仁
天
皇
陵
内
を

探
索
し
た
想
い
出
が
躁
鬱
と
し
て
沸
い

て
き
た
。

　

前
記
①
記
念
誌
編
集
時
も
情
報
の
無

か
っ
た
社
叢
で
あ
り
、
県
指
定
の
天
然

記
念
物
指
定
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
謂

わ
ば
忘
れ
ら
れ
て
い
た
宝
物
と
い
え
る
。

今
回
の
調
査
は
洲
本
市
文
化
財
審
議
員

の
生
嶋
史
朗
さ
ん
と
共
同
調
査
で
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

樹
木
医　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
光
政

樹
木
医　
　
　
　
　
　
　
　

宮
田
和
男

樹
木
医　
　
　
　
　
　
　
　

塩
見
晋
一

　

そ
の
社
叢
林
は
ス
ダ
ジ
イ
（
最
大
樹

の
幹
周
507
㎝
）
の
他
に
、
ク
ス
ノ
キ

（
同
853
㎝
）、
イ
ヌ
マ
キ
（
同
303
㎝
）、

タ
ブ
ノ
キ
（
同
355
㎝
）、
ホ
ル
ト
ノ
キ

（
同
216
㎝
）
が
主
体
の
叢
林
で
あ
る
。

　

解
説
が
誇
張
し
て
見
え
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
県
下
で
は
こ
の
よ
う
に
十
数

本
も
の
照
葉
樹
の
古
木
が
叢
生
す
る
林

相
を
知
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
ひ

と
つ
同
じ
淡
路
に
残
る
淳
仁
天
皇
陵

（
天
武
天
皇
の
孫
に
あ
た
り
、
父
親
の

舎
人
親
王
も
『
日
本
書
紀
』
の
編
さ
ん

責
任
者
で
、
政
治
的
に
も
か
な
り
の
実

力
者
だ
っ
た
）
に
、
元
神
戸
大
学
教
授

の
中
西
哲
先
生
が
宮
内
庁
の
許
可
を
得

　

こ
の
社
叢
は
元
々
は
暖
帯
性
の
ス
ダ

ジ
イ
の
群
生
す
る
常
緑
広
葉
樹
の
ほ
ぼ

純
林
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
現
在

は
８
本
の
古
木
が
残
り
、
最
古
木
は
残

念
な
が
ら
倒
木
と
な
り
そ
の
残
骸
が
残

っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

忘
れ
ら
れ
て
い
た
巨
樹
群
の
社
叢

　
　
　
　
　
　
洲
本
市
由
良
の
天
神
社

　
『
ひ
ょ
う
ご
の
巨
樹
・
巨
木
100
選
』

第
29
回
全
国
育
樹
祭
記
念
誌
･
2
0
0

5
年
①
発
行
時
に
兵
庫
県
林
業
会
議
が

中
心
と
な
っ
て
県
下
の
巨
樹
･
巨
木
リ

ス
ト
が
編
纂
さ
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
著

者
等
は
新
た
に
見
つ
か
っ
た
巨
樹
･
巨

木
を
追
加
し
て
き
て
い
る
。

 

今
回
は
そ
の
記
録
時
に
も
報
告
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
見
事
な
社
叢
林
の
存
在

が
わ
か
り
、
や
や
も
す
る
と
放
棄
状
態

で
危
機
に
瀕
し
つ
つ
あ
る
社
叢
の
紹
介

で
あ
る
。

兵
庫
の
巨
樹
・
巨
木
(30)

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
五
―
五
―
十
八
（
兵
庫
県
林
業
会
館
内
）

電
話
〇
七
八
―
三
五
一
―
三
三
四
一


